
 

 

令和８年 10 月 15 日 

技術管理課 

 

管路情報管理システム統一整備の進捗状況について 

 

１ 取組の概要 

概要 各事務所が個別に整備・運用している「水道管路のデータを管理するための

システム」について、データの標準化及びシステムの統一整備を行う。 

狙い ○ 管路の維持管理について、統一的に業務を実施する土台を整え、業務体制

の最適化や、広域的な民間委託を実現する。 

○ 統一した情報セキュリティ対策を施し、災害時における可用性を確保す

る。 

○ 標準化されたデータを用いて事務の自動化を進め、業務の効率化と住民サ

ービスの向上を図る。 
 

 
 

２ 進捗状況 

○ 管路情報管理システムについては、令和７年 10 月から統一整備に着手し、令和７

年度末までに管路記号等のデータ標準案を策定した。 

○ 現在、標準案に基づくデータ加工及び紙資料の電子化を進めている。引き続き各

事務所のデータ整備を着実に進め、令和８年度末までに２事務所、令和 11 年度末ま

でに全 15 事務所の整備完了を目指す。 

○ また、地下埋設物協議について、令和８年 10 月からオンライン受付を開始した。 
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完了凡例： 実施中 予定

各事務所のデータを段階的に整備し
順次、運用に移行

管路情報管理システムの統一整備現状調査・RFI・RFP
● 全15事務所分

整備完了

● ２事務所
完了

● ２事務所
完了

● ２事務所
完了

● ９事務所
完了

■ 地下埋設物協議申請のオンライン受付開始（R8.10～）


